
2023 年 7 月 

認定病理検査技師各位 

日臨技認定センター 

 

2023 年度 認定病理検査技師登録更新の案内 

 
 日臨技認定センターの認定は 5 年毎に登録更新が必要で、更新手続きは有効期間の最終年に行われます。

認定病理技師制度の登録更新希望者は、下記の要領に従い更新手続きをされるようご案内致します。なお、本

更新が行われなければ認定失効となり、再受験いただく事となります。諸事情により更新困難な場合は、「資格

更新期間延長申請書（様式 1-2）」に必要事項を記載のうえ、更新申請期間内に提出して下さい。 

 

・更新対象者(2018 年第 4 回認定資格取得者、認定番号 18-○○○〇) 

 認定病理検査技師の資格を有している者で、5 年間の有効期間の最終年度を迎える者。 

 有効期間の確認方法：会員専用サイト⇒日臨技会員メニュー⇒会員情報確認⇒日臨技認定資格歴 

 

・更新申請要件 

1)   日本臨床衛生検査技師会会員を継続していること。 

2)   認定期間内に、「日臨技生涯教育研修制度」を最低一度以上修了していること。 

3)   認定期間内に、日臨技認定センター主催の資格更新指定研修会の参加履修を完了していること。 

4)   認定期間内に、認定技師対象認定センター単位承認研修会に参加し、更新審査基準に定められた履修   

単位を取得していること。 

5)  資格更新にあたり、病理学会会員の医師もしくは施設長による実務証明を得ていること。 

 

・更新申請手順 

 会員サイトログイン後、画面右「日臨技会員メニュー」バナーの「認定資格申請」をクリックして、各資格申請の

画面にある「入力ガイド」に沿って申請してください。 

（または、会員メニューの「認定資格申請」タブをクリックしても同じ申請画面が出てきます。） 

 

・更新申請期間 

2023 年 10 月１日(日)〜11 月 15 日(水) 

 

・更新資格審査 

 更新申請期間終了から 1 月末日まで 

・認定証発行および認定期間 

 更新資格審査後の 2023 年度内（2024 年 3 月中） 

 更新後の認定期間は、2024 年 4 月 1 日〜2029 年 3 月 31 日の５年間となります。 

 

・氏名の公表について 

 この制度による認定技師は各都道府県、支部において指導者的役割を担って頂く事を目 

標の一つとしていることから、特に申し出のない限り会報などに氏名を公表致します。 

・更新申請および登録料 

 5,000 円（クレジット払いのみ） 

  

以上 

 

 

 

 

 

 



資格更新審査基準単位 

 
 

認定病理検査技師は、認定病理検査技師制度の趣旨に基づき、病理検査の発展を通じて医療の質の向上

のために、一般社団法人 日本臨床衛生検査技師会における活動や一般社団法人 日本病理学会等が主催す

る事業に対して積極的に参加協力し、病理医と協働して安全かつ円滑な部署運営に努める事ができる認定病

理検査技師であることを前提とする。 

 

Ⅰ．日臨技会員の継続と日臨技生涯教育研修制度の修了 

 ＊認定有効期間（5 年）内に日臨技会員を継続し、生涯教育研修制度の修了証書を一度以上取得 

    していること（１度以上が原則、履修修了回数の上限なし）。 

  

 Ⅱ．資格更新のための講習会（資格更新指定講習会）の受講 

   日臨技認定センター主催の資格更新指定講習会（2019 年度までは関東または関西地域にて開催、2021
年度からはオンデマンド配信にて開催）への参加履修。 

   資格更新申請時には、「日臨技認定センター主催 資格更新指定講習会参加証明書」（資格更新申請シ

ステムよりダウンロード可）に必要事項を記載のうえ申告する。 

 

  Ⅲ. 以下の 1～3 について 5 年間の合計が 150 単位以上を取得していること。 

1 病理学および病理技術に関する認定技師対象承認研修会への聴講参加。 

          地方技師会が主催し、認定センターが認定病理検査技師承認指定研修会と認めた研修会へ 

          参加で、表.1 認定病理検査技師資格更新履修表に沿った履修単位を申請する。 

※表.1 認定病理検査技師資格更新履修表の区分Ａ〜区分Ｄの各区分につき最低 5 単位を取得

し、可能な限り満遍なく履修する事。 

       【区分Ａ基礎知識】 病理検査業務における基礎的知識を備え、実践できる。 

    【区分Ｂ専門知識】 病理組織標本作製に関する専門知識。 

       【区分Ｃ専門技術】 病理組織標本作製に関する専門技術を習得し実践できる。 

       【区分Ｄ組織管理】 認定技師として求められる態度、管理能力を備える。 

※ 履修単位を申請する際には、「日臨技認定センター承認 研修会 参加証明書」（資格更新申

請システムよりダウンロード可）に、開催日と参加研修会名と共に参加証明書に記載された区分Ａ〜

区分Ｄの申請単位を記載し、必要に応じ参加証明書の写しと共にアップロードする。 

 

2 実務評価 単位／年 病理検査室を有する施設あるいは病理検体を取り扱う施設においての病 

理検査実務（管理を含む）を評価する。 

①終日週 3 日以上、病理検査を勤務主体とする….………10 単位／年 

②0.5 日／日以上かつ週 3 日未満病理検査に従事する……5 単位／年 

      ③時間単位で病理検査に従事する……………………………3 単位／年 

 

※評価対象は、細胞診検査との兼務または大学等教育施設において病理学、病理検査に関する 

指導・教育を実務とする場合、研究施設における病理学的研究および研究補助を含む。 

※評価期間は、それぞれの実務評価について、勤務（契約）期間が一年に満たない場合は評価 

しない。また、③はフルタイム以外の、パートタイム等の雇用形態を指す。 

   ※履修単位を申請する際には「実務実績証明書」（資格更新申請システムよりダウンロー 

ド可）に勤務年と勤務施設および上記①〜③に該当する単位を記載し、実務実績証明者の自筆捺印

をもって申請する。 

※実務実績証明者は、前職または現職場の所属長または病理学会会員の病理医とする。 

※実務歴が複数個所にまたがる場合、実務実績証明者は、申請者の前実務歴実績を了承し、自 

筆捺印をすることで「実務実績証明書」とすることができる。 

※実務評価単位が不足する場合または更新期間内に病理実務歴がない場合は 1 および 3 の合計を

150 単位以上取得することで申請可能である。 

※更新期間内に病理実務歴がない場合においても「実務実績証明書」に病理実務歴なしの旨を記載し

自筆捺印をもって申請する。 

 

 

3  その他の活動（実行委員・実務委員など認定病理検査技師制度の運営活動）について、下 



記にあげる対象となる活動および受講歴があれば申請する。 

 

 

1)認定センター事業 

             認定試験実務（認定試験監督含む）………………………・・・10 単位／年 

             認定病理検査技師制度 WG 活動…………………………… 10 単位／年 

※ 単位申請時、「その他の履修単位申請書」に年単位活動単位を申請する。 

※ 認定病理検査技師として、特に各所属する都道府県検査技師会における病理技術および診断

の向上に資する活動（執行）歴を更新対象とする。認定更新時に運営委員へ配布される委嘱状

または協力依頼書（複写可）を添付する。 

 

2)  1)以外で病理学あるいは病理技術に関わる研修会実務活動（研修会企画・運営に関与） 

              日臨技主催の病理学あるいは病理技術に関わる研修会……20 単位／回 

              各支部（地区）研修会・………………………………………・20 単位／回 

   単位申請時、「日臨技認定センター承認 研修会 参加証明書」の実務単位の欄に 20  

   単位を申請し、実務委員証明書もしくは実務状況がわかるプログラムなどを添付する。 

 

3)各学会や団体が主催する研修会 

              日臨技生涯教育制度へ登録された学会や団体が主催する研修会への参加聴講 

                                                               …………………5 単位／回 

              日臨技生涯教育制度への登録はないが認定センターが重要と認めた研修会への参加聴講 

                            …………………5 単位／回 

     ※単位申請時には 証明する書類を添付する。 

※ 日臨技生涯教育制度への登録がない学会や団体が主催する研修会への参加聴講に対する履

修単位付与は認めない。 

 

Ⅳ．資格更新期間の延免申請及び審査 

不慮の事故や療養、出産、長期間の海外出張、転勤または配置転換などに伴い更新条件を満たすことがで

きないと判断した場合には更新手続きを１年間延長することができます。更新手続きの延長を希望する場合は、

認定資格更新申請期間内に必要書類（様式－1 と 2）を認定センターに提出してください。資格更新期間延免

申請が受理された場合には、1 年間申請期間が延長されます。資格更新延期申請の受理に関する可否は認定

病理検査技師制度審議会にて決定します。 

 

※ 無条件に継続的延免を認めるものではなく、継続となる場合には、毎年度更新延免申請を必要とする。 

※ 延免申請がされない場合には資格認定資格を喪失する。 

※ 延免申請理由が「更新の失念」によるものは、受理されないことがある。 

 



                                       

 様式－1 

 

 

認定病理検査技師 

資格更新期間延免申請書 

 

 

下記の必要書類を添えて標記認定技師制度の資格更新に対し期限を延長する措置を申請します。 

なお、以下の申請書類については虚偽のないことを誓います。虚偽の記載があった場合は，2 年間 

の更新停止措置を了承いたします。 

 

認定更新期間延免証明書・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・（様式－2） 

 

 

 

資格更新期間延免証明書 

 

この位置に資格更新延免証明書を貼付けてください 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

申請日 令和 年   月 日 

 

 

日臨技会員番号： 

 

 

      申請者署名：                 印 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

様式－2 

                                         

 

        

日臨技会員番号              申請者氏名 

 

 

 

認定病理検査技師 

資格更新期間延免証明書 

 

 

 

 下記の理由により，認定病理検査技師資格更新の手続きならびに更新の条件が遂行できないことを 

 証明します。 

 

 

□ 不慮の事故 

 

□ 病気療養 

 

□ 出産 

 

□ 配置転換 

 

□ 転勤 

 

□ 海外留学・学位取得・研究 

 

□ その他 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

証 明 者 

 

 

□ 一般社団法人 日本病理学会会員 医師  

 

□ 施設長・所属長・その他 （役職名：            ） 

 

 

                                                    氏 名              印 

 

 



 

版 発行年月日 改訂内容概略 文書責任者 承認者 

1 2015.04.01 初版 資格・研修 WG 
認定病理技

師審議会 

2 2017.07.19 現行内容の修正対応. 資格・研修 WG 
認定病理技

師審議会 

3 2018.05.30 現行内容の修正対応.その他の活動②修正. 資格・研修 WG 
認定病理技

師審議会 

4 2018.05.30 資格更新時実務証明書の作成（様式−5） 資格・研修 WG 
認定病理技

師審議会 

5 2018.05.30 
表 1 認定病理検査技師資格更新履修表区分内容

修正 
資格・研修 WG 

認定病理技

師審議会 

6 2019.04.01 資格更新基準見直し改変 資格・研修 WG 
認定病理技

師審議会 

7 2021.07.21 文言修正 資格・研修 WG 
認定病理技

師審議会 

8 2022.5.31 資格更新基準見直し改変 資格・研修 WG 
認定病理技

師審議会 

9 2023.5.1 資格更新基準の見直し改変 
資格・研修   

WG 

認定病理技

師審議会 

     

     

     

     

     

 

 

 

 

 

 

 

 


